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１．はじめに 
近年、多くの地方都市で、中心市街地商店街の衰退が

深刻な問題となっている。中心市街地を活性化するため

には、歩行環境を整備し、来街者にとって市街地内を「巡

りやすく」「立ち寄りやすく」することが重要な課題の一

つとされている。歩行環境や都心の回遊性の向上に有効

な手法としてﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙなどが、地方都市で社会実験と

して行われ、導入効果を検討している事例 1),2)がある。 
長野市においても中心市街地商店街の衰退に対し、中央

通りの来街者の回遊性を高め、沿道商店街などの求心力

を取り戻すことを目的に、平成16年 5月 2～3日の2日

間、平成17年５月２～４日の３日間、中央通りにおいて、

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ(TM)が導入された。今後ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙなどの歩

行環境整備による回遊行動促進策を継続、推進するため

には、歩行幅や交通規制などに基づく歩行要因と回遊行

動との関係を明らかにする必要がある。 
ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入評価に関する既往研究として、阿部ら

1)は、岡山で行われたﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ社会実験を対象とし、

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ実施による周辺環境への影響や、来街者、周

辺住民による導入評価を行い、継続に向けた検討を行っ

ている。川上ら 2)は、福井市のﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入効果を、

おもに滞在時間の変化の観点から、評価を行っている。

中心市街地での歩行回遊行動に関する既往分析として、

齋藤ら 3)は、小倉の商業地における回遊行動を、商業地

選択確率によるﾏﾙｺﾌ連鎖を用いて表現している。木下ら

4)は、来街手段、利用駐車場位置、ﾓｰﾙ利用の有無、利用

店舗の規模が市街地内でのﾄﾘｯﾌﾟ数、歩行距離、滞留時間

などの回遊行動指標に与える傾向を分析している。しか

しながら、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの規模や歩道条件、交通規制条件

などの具体的な歩行要因を説明変数に回遊行動を分析し

た研究は少ない。 
以上を考慮し本研究では長野市中心市街地に導入され

たﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙによる歩行環境の改善効果に着目し、来街

者の回遊行動実態調査を行っている 5)。調査結果に基づ 
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き、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの規模が来街者の市街地内での駅、ﾊﾞｽ

停、駐車場などの回遊行動拠点の選択や、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの

区間長、歩行幅、交通規制およびｲﾍﾞﾝﾄなどの、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ

ﾓｰﾙ実施条件が施設立ち寄り行動に与える影響を明らか

にするとともに、回遊行動を促進するためのﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ

の効果的な導入方法を検討することを目的とする。 
２．ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ社会実験および行動実態調査 

(1)ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ実施の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 長野市中心市街地とﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ実施区間 

 今回分析の対象とした中央通りは、長野市中心市街地

のﾒｲﾝｽﾄﾘｰﾄであり、善光寺表参道として発展してきたが、

近年はﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの進展等が影響し、中央通りおよび周

辺地区の衰退が著しい。この対策として、歩いて楽しい

まちづくりのための歩行者優先型道路の本格実施に向け

た課題の抽出や、対応策の検討を目的に、図１に示すよ

うに、平成 16 年は 5 月 2 日(日)および 3 日(月)の２日

間、長野市中央通り東西後町を中心としたｾﾝﾄﾗﾙｽｸｴｱ周辺

約 350m の区間において、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ(名称は”ふれ愛花

通り”)が導入され、平成 17 年には５月２日(月)から４日

(水)の３日間、大門交差点から「もんぜんぷら座」まで

の約 800ｍに区間延長して実施(名称は”表参道ふれ愛通

り”)された。導入区間では、公共交通以外は通行禁止と

し、一部路上や CS では地元商店街が中心となり、屋台
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やｲﾍﾞﾝﾄなどが行われた。 
(2)調査の概要 
 ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ(ふれ愛通り)実施期間中、歩行満足度と市

街地内の回遊行動実態、市街地内ﾊﾞｽ交通の利用促進およ

び回遊支援の可能性を分析することを目的に、以下の調

査項目についてｱﾝｹｰﾄ調査を行った。 
表１ 調査項目と配布・回収状況 

質問対象 調査項目 配布・回収 

ふれ愛 
通り関連 

・市街地内回遊行動実態 
・ふれ愛花通りの満足度評価 
・中心市街地の歩行空間について 
・中心市街地のｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ空間について 
・ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入の賛否,ﾙ導入の条件 
・ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入後の来街頻度 

<平成16年> 
配布部数：1500 
回収部数： 174 
回収率：11.6% 
<平成 17年> 
配布部数：2000 
回収部数： 261 
回収率：13.1% 

ﾊﾞｽ 
交通関連 

・市街地内回遊行動実態 
・ﾊﾞｽ利用の実態 
・一日乗り放題券導入の賛否 
・巡回ﾊﾞｽ運行について 
・ﾊﾞｽ交通の満足度評価 
・巡回ﾊﾞｽ、循環ﾊﾞｽ導入条件 

<平成16年> 
配布部数：1500 
回収部数：137 
回収率：9.1% 
<平成 17年> 
配布部数：2000 
回収部数： 259 
回収率：13.0% 

上記以外にも属性調査(住所,性別,年齢,職業,来街頻

度,来街ｸﾞﾙｰﾌﾟなど)も行った。ただし、今回は中央通り

を分析の対象とし、中央通りを中心とした回遊行動ﾃﾞｰﾀ

とﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入評価ﾃﾞｰﾀの分析に絞ることとする。な

お、調査日が異なるため単純な比較はできないが、平成

15 年 11 月 8 日(土)に行った中央通りを中心とした市街

地内回遊行動調査ﾃﾞｰﾀ(配布数1000。回収数219。回収率

21.9%)も、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入前の行動実態として適宜分析

に加える。 

３．ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ(TM)が回遊行動拠点選択に及ぼす影響 

 来街者が市街地に到着した駐車場、駅、ﾊﾞｽ停など、市

街地内回遊行動の出発点を回遊行動拠点とよぶ。ﾄﾗﾝｼﾞｯ

ﾄﾓｰﾙの区間延長が来街者の回遊行動拠点の選択に与える

影響を分析する。 

(1)自動車および駐車場利用評価 

ﾏｲｶｰ利用者にﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの交通規制によって自動車利

用、駐車場までの行きやすさ、および混み具合について

聞いている。「全く支障なし」を 2 点、「どちらかといえ

ば支障ない」を 1 点、「どちらともいえない」を 0 点、「ど

ちらかといえば支障あり」を－1 点、「かなり支障あり」

を－2 点とし、5 段階評価を行った。回答者の平均評価

点を図２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
図２ TM導入による自動車・駐車場利用への影響評価 

 交通規制による自動車の利用しやすさについては、昨

年度と本年度ともに「どちらともいえない」以上の評価

で、交通規制による自動車の走行しにくさに対して特に

大きな問題はない結果となった。しかし、駐車場までの

行きやすさについて昨年度は「どちらともいえない」以

上の評価であったが、本年度は多少「支障があった」こ

とを示している。ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間長が昨年度の２倍以上

の約 800ｍに延長されたため、中央通り沿線ｿﾞｰﾝ内の駐

車場へのｱｸｾｽにﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間を考慮した迂回行動が生

じたためと考えられる。 

 (2)主目的施設に対する拠点位置 

 来街者に今回の来街で最も重要な目的施設(以下主目

的施設とよぶ)を聞いている。今回の来街で最も達成した

い主目的施設に対する拠点の位置を検討する。実施日を

考慮し、主目的は買い物、観光、娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ、食事とした。

平成 17 年度の調査結果から手段別主目的別の重要施設

－拠点間平均距離を図３に示す。 
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図３ 手段別主目的施設－拠点間平均距離 

今回の結果から、主目的によって施設－拠点間距離に

差が認められる。買い物や食事目的は、施設になるべく

近接した位置に拠点を設けようとしていることから、距

離抵抗が大きいことがわかる。一方、観光や娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ

が主目的の場合は、移動距離に対する抵抗は、買い物・

食事ほど大きくないと考えられる。手段別には公共交通

のように拠点位置が限定されている場合と比較し、ﾏｲｶｰ

は、できるだけ主目的施設に近接する駐車場を利用しよ

うとするため、距離も短めになる。ただし、観光では、

善光寺に近接する駐車場があるにもかかわらず、比較的

善光寺から遠距離に駐車しているのは、善光寺近接駐車

場の混雑を避け、駐車しやすい権堂や長野駅周辺の駐車

場を選択したためと考えられる。観光の場合は、距離抵

抗よりも駐車しやすさを優先していることがわかる。平

成16年も平成17年の調査結果と大きな差はなかった。

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの規模の変化は市街地内駐車場までのﾙｰﾄ変

更が生じる場合可能性はあるが、主目的施設に対する回

遊行動拠点位置を変更する可能性は低いことを示してい

る。 

４．来街者の中央通りおよびﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間における施

設立ち寄り実態 

 ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの区間長の変化が、立ち寄り場所および行

動範囲へ与える影響を分析するため、中央通りを沿線ｿﾞ
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ｰﾝに分割し、各ｿﾞｰﾝへの立ち寄り率を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 中央通り沿線ｿﾞｰﾝへの立ち寄り率の比較 

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙが導入されていない平成 15 年の中央通り

では、長野駅周辺およびその北側地区を含む昭和通りよ

り南側への立ち寄りが多い。一方、昭和通りの北から善

光寺大門地区までの立ち寄りが少なく、この地区の商店

街が衰退していることがわかる。東西後町で多少立ち寄

り率が高いのは、繁華街である権堂からの歩行者が多少

流れ込むためと考えられる。平成16年のﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入

時には、導入区間の東西後町ｿﾞｰﾝで立ち寄り率が大幅に

増加し、導入前と比較して約４倍程中央通り歩行者が立

ち寄る可能性が高くなっていることがわかる。さらにﾄﾗ

ﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間を延長した平成17年は、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間内

で59.4%の立ち寄り率があり、平成16年度と比較し、1.3

倍立ち寄る可能性が高くなっていることがわかる。とく

に善光寺に近い善光寺大門ｿﾞｰﾝと、長野駅に最も近い昭

和通北ｿﾞｰﾝで立ち寄り率が大きく伸びていることがわか

る。長野駅周辺および周辺北ｿﾞｰﾝへの立ち寄り率がわず

かに伸びている。これは、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入により歩行環

境が向上したことから、中央通りでの回遊行動範囲が広

がり、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間以外のｿﾞｰﾝでの立ち寄りが増加し

たと考えられる。 

５．OD ﾓﾃﾞﾙによる各施設への立ち寄り行動要因分析 

 ここでは、各ｿﾞｰﾝから集客能力を持つ施設を含むｿﾞｰﾝ

への立ち寄り分布ﾓﾃﾞﾙを構築し、ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの交通条件、

歩道幅などの歩行条件、移動距離などの要因が立ち寄り

行動に影響する要因を分析する。以下のような分布ﾓﾃﾞﾙ

を構築した。 
   Giα・Ajβ・Δjη・Ｔjζ・λΛj・Φijφ・Ψijψ 
tij=κ                                          (1) 
           Rijγ 
ここで、i：出発ｿﾞｰﾝ、j：立ち寄り(集中)ｿﾞｰﾝ。 
tij：ｿﾞｰﾝ ij 間の移動量、Gi：出発ｿﾞｰﾝ i の発生量、Aj：

立ち寄り(集中)ｿﾞｰﾝ j の集中量、Δj：ｿﾞｰﾝ j の中央通り沿

いの歩道幅、Ｔj：ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入区間長、Λj：ｲﾍﾞﾝﾄｴﾘ

ｱの有無、Φij：ｿﾞｰﾝ ij 間のｱｸｾｽまでに存在する歩道幅、

Ψij：ｿﾞｰﾝ ij 間のｱｸｾｽまでに存在するﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ長、Rij：

ｿﾞｰﾝ ij 間の所要時間とする。また、α、β、γ、η、ζ、

λ、φ、ψはﾊﾟﾗﾒｰﾀである。ﾊﾟﾗﾒｰﾀの推定結果を表２に

示す。ﾃﾞｰﾀは回遊行動拠点の出発ｿﾞｰﾝを発生量の多い、

長野駅周辺、権堂周辺、善光寺周辺とした。集中ｿﾞｰﾝは

中央通り沿線地区を分割した 14 の各ｿﾞｰﾝとした。 
表２ 交通・歩道条件ﾊﾟﾗﾒｰﾀ推定結果 ( )はｔ値 

説明変数 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値(ｔ値) 
出発ｿﾞｰﾝの発生量α 

立ち寄り(集中)ｿﾞｰﾝの 
集中量β 
中央通り沿い歩道幅η 
ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ導入区間長ζ 
ｲﾍﾞﾝﾄｴﾘｱの有無λ 

ｿﾞｰﾝ ij 間の 
平均歩道幅φ 
ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ長ψ 
所要時間γ 

定数項 lnκ 

57.255(8.141) 
 

4.990(4.270) 
－ 
－ 

0.024(1.547) 
 
－ 

1.533(2.789) 
0.407(2.156) 

-18.198(.7.015) 

重相関係数 0.9103 

ｻﾝﾌﾟﾙ数：161 
来街者の立ち寄り施設分布ﾓﾃﾞﾙの結果から、来街者の

ｿﾞｰﾝ間分布要因として、各ｿﾞｰﾝの発生量、集中ｿﾞｰﾝの集

中量、ｿﾞｰﾝ間距離のほかに、各集中ｿﾞｰﾝにｱｸｾｽするまで

に通り沿いでﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙに接している長さ、集中ｿﾞｰﾝに

おけるｲﾍﾞﾝﾄｴﾘｱの有無が影響していることがｔ値からわ

かる。本分析結果から、基本的に移動距離が短い施設を

含むｿﾞｰﾝの方が立ち寄る可能性が高いが、ﾓｰﾙ等による歩

行環境の向上により、多少遠距離でも立ち寄る可能性が

出てくることを示唆している。当該ｿﾞｰﾝにおける歩道幅

やﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの導入区間長を導入すると妥当な結果が得

られなかったため、ここでは除いた。また本対象地域で

は当該ｿﾞｰﾝまでの歩道幅も大きく影響しなかったため除

いた。すなわちｿﾞｰﾝ周辺の歩行空間の整備だけではなく、

立寄り(集中)ｿﾞｰﾝに至るまで歩行空間整備を行う必要が

ある。また、歩道幅以上に歩行安全性が大きく影響した

結果となった。立ち寄り促進のための交通安全面施策と

してﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの導入は大きな影響がある結果となった。

さらに当該ｿﾞｰﾝにｲﾍﾞﾝﾄｴﾘｱが存在することも大きな影響

があった。来街者を吸収するための土地利用も重要な要

因であることがわかる。 
６．回遊行動の特性分析 

 (1)中央通りの主目的別回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数と移動距離 

 市街地内での回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数は市街地内で達成する目的

数によって決まってくる。目的は各来街者がそれぞれ重

要と考えている主目的と、なるべく達成したいと考えて

いる潜在的な目的から構成されると考えられる。そこで、
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 善光寺 
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JR 長野駅 

R406 号 

旧 R406 号 

権堂ｱｰｹｰﾄﾞ 

寿町通り 
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二線路通り 

善光寺大門ｿﾞｰﾝ 
東西後町ｿﾞｰﾝ(ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ) 

昭和通り北ｿﾞｰﾝ 
昭和通り南ｿﾞｰﾝ 

長野駅周辺北ｿﾞｰﾝ 

中央通り 約 2ｋｍ(善光寺⇔長野駅) 

ｾﾝﾄﾗﾙｽｸｩｴｱ 

もんぜんぷら座 TM区間(H16) 延長区間(H17) 延長区間(H17) 

ｻﾝﾌﾟﾙ数：681



平成17年度の調査ﾃﾞｰﾀを用い、主目的を買い物、観光、

娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ、食事として、来街者によって中央通りで達成

された目的を、主目的ごとに集計した各目的構成頻度図

を図５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 主目的別の各目的構成頻度 

 本結果から、買い物が主目的の来街者は、他の目的構

成が比較的少なく、買い物目的頻度が高いことから、市

街地内で複数の買い物による回遊を行っていることがわ

かる。一方、娯楽ｲﾍﾞﾝﾄの場合は、来街時に買い物や食事

など、複数の目的から構成されていることがわかる。観

光の場合は、買い物も行う可能性が高いが、娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ

と比較すると、観光・食事が主目的の場合、他の目的構

成数は少ないことがわかる。この関係は、平成16年の回

遊行動調査でもほぼ同じ結果が得られた。なお、中央通

りに限定して集計を行っているので、必ずしも主目的が

100%にはならない。観光目的では善光寺への来訪が多い

が、中央通りには善光寺が含まれないので観光が主目的

の場合の観光が占める割合は12.5%となっている。 

 つぎに主目的と移動距離の関係を分析する。目的によ

って許容する移動距離が異なってくると考えられる。そ

こで、中央通りでの主目的ごとの平均立ち寄り数と移動

距離の関係を表３に示す。 

表３ 主目的ごとの平均立ち寄り数と移動距離 

主目的 平均立寄数 平均移動距離Km 立寄数/km

買い物 2.14 1.4 1.53 

観 光 2.00 1.3 1.54 

娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ 3.02 1.7 1.76 

食 事 1.83 1.2 1.53 

ｻﾝﾌﾟﾙ数：249 

 本結果と図５から、買い物が目的の場合、複数回買物

施設に立寄り、娯楽ｲﾍﾞﾝﾄが主目的の場合、他に構成され

る目的数が多いため、中央通りでの立ち寄り数も多くな

ることがわかる。一方、構成目的数が少ない観光および

食事は立ち寄り数が少ない結果となっている。また、買

い物や食事目的の場合、移動距離が短く、目的達成にお

ける距離抵抗が大きいことがわかる。とくに買い物は複

数の施設を回遊するため比較的狭い行動範囲の中で頻繁

にﾄﾘｯﾌﾟが行われていることも想定される。娯楽ｲﾍﾞﾝﾄは

立ち寄り目的数も多いため、移動距離も長めになる傾向

にある。ただし、娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ関連施設は買物施設よりも数

が限定されるため、移動距離もそれら施設の設置位置に

依存する。観光主目的は、中央通り内に観光地が少なく、

おもに食事目的で回遊しているため、比較的移動距離が

短くなった。ただし、観光目的を中心市街地内全域に広

げ善光寺も含めると、移動距離が最も長くなる。 

(2)回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数と歩行環境条件との相関分析 

 個人の移動距離と回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数の関係を分析する。施設

立ち寄り数を目的変数に移動距離を説明変数にして回帰

分析を適用した結果を表４に示す。 

表４ 主目的別移動距離(m)と施設立ち寄り数との相関 

主目的 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 定数項 相関係数

買い物 9.17×10-4  (9.12) 0.786 (5.426) 0.6413 

観 光 9.05×10-4 (11.02) 0.613 (6.120) 0.5983 

娯楽ｲﾍﾞﾝﾄ 8.75×10-4  (7.32) 1.173 (5.787) 0.4604 

食 事 2.29×10-4  (0.98) 1.409 (3.706) 0.2543 

ｻﾝﾌﾟﾙ数：558 ( ):ｔ値 

本結果より、個人ﾚﾍﾞﾙで回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数と移動距離の関係

をみると、相関は0.5～0.6程度であった。ただし、いず

れも距離にかかるﾊﾟﾗﾒｰﾀの符号が正であったことから、

歩行環境の向上による移動距離の増加は、施設立寄りの

機会を増加させる可能性が高いことを示唆している。買

物、観光、娯楽ｲﾍﾞﾝﾄが主目的である場合は、1kmの移動

で約1回の立寄りが生じる可能性がある。ただし、食事

が主目的の場合は、移動距離によって何回も食事を行う

訳ではないので、回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数との相関は低くなったと考

えられる。 

７．まとめ 

 本研究で得られた知見を以下に示し、まとめとする。 

(1)ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの区間長は、とくに駐車場までのｱｸｾｽに影

響を与える可能性がある。 

(2)来街の主目的ごとに回遊拠点から主目的施設までの

距離に差が認められた。 

(3)ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙの区間延長による歩行環境の向上によっ

て、ﾓｰﾙ区間内の施設に立ち寄る可能性が高くなった。 

(4)市街地内OD交通は、OD間距離や集中側の施設の魅力

度のほかに、目的施設までの安全性、ｲﾍﾞﾝﾄの実施など当

該ｿﾞｰﾝの魅力向上に影響を受けていることがわかった。 

(5)主要目的ごとに中央通りでの回遊ﾄﾘｯﾌﾟ数や移動距離

に差が認められた。 
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